
10
月
４
日
（
木
）
に
、
関
東
森
林
管
理

局
と
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
林

木
育
種
セ
ン
タ
ー
が
全
国
初
と
な
る
「
林

木
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。こ

の
協
定
は
、
国
有
林
野
に
お
い
て
森

林
生
態
系
に
係
る
生
物
遺
伝
資
源
を
広
範

に
保
全
・
管
理
し
て
い
る
関
東
森
林
管
理

局
と
、
林
木
遺
伝
資
源
に
関
す
る
知
識
と

研
究
実
績
を
有
し
、
ま
た
、
林
木
ジ
ー
ン

バ
ン
ク
事
業
の
実
施
機
関
で
あ
る
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
が
、
相
互
に
協
力
し
て
、
一

層
の
戦
略
的
な
林
木
遺
伝
資
源
の
収
集
・

保
存
の
強
化
及
び
収
集
・
保
存
し
た
生
物

遺
伝
資
源
の
関
係
機
関
へ
の
提
供
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

協
定
の
締
結
式
で
は
、
岡
田
局
長
か
ら
、

「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
や
林
木
遺
伝
資

源
保
存
林
な
ど
の
保
護
林
に
お
け
る
、
最

新
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
た
林
木
遺
伝
資

源
の
適
切
な
保
全
の
推
進
や
育
種
セ
ン
タ
ー

が
開
発
し
た
研
究
成
果
の
共
有
・
技
術
支

援
を
受
け
る
こ
と
は
、
当
局
の
職
員
の
技

術
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
森
林
の
生
物
多

様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
組
を
加
速
化
す

る
も
の
と
し
て
意
義
深
い
」
、
井
上
所
長

か
ら
「
当
所
に
お
い
て
は
、
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
の
開
発
や
次
世
代
新
品
種
の
開
発
を

進
め
て
お
り
、
国
有
林
へ
の
活
用
を
期
待

す
る
と
と
も
に
国
有
林
の
広
大
な
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
、
遺
伝
資
源
の
収
集
・
保

存
の
強
化
と
合
わ
せ
て
、
更
な
る
研
究
開

発
の
質
を
高
め
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

今
般
の
協
定
締
結
を
契
機
と
し
て
、
育

種
セ
ン
タ
ー
と
国
有
林
と
が
よ
り
一
層
緊

密
に
連
携
し
、
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
の
推

進
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
成
果
が
民
有
林

関
係
者
へ
も
波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
の

中
か
ら
美
し
い
森
林
や
山
岳
、
渓
谷
、
湖

沼
な
ど
の
景
勝
地
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
に
適

し
た
森
林
空
間
等
を
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
森
」
と
し
て
自
然
休
養
林
、
自
然
観

察
教
育
林
、
森
林
ス
ポ
ー
ツ
林
、
野
外
ス

ポ
ー
ツ
地
域
、
風
景
林
、
風
致
探
勝
林
等

２
８
２
箇
所
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

レ
ク
リ
ェ
シ
ョ
ン
の
森
の
中
に
、
昭
和
62

年
度
か
ら
民
間
活
力
を
活
用
し
た
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
及
び
保
健
休
養
の
場
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
の
利
用
や
滞
在
が
可

能
な
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施

設
を
整
備
し
た
総
合
空
間
総
合
利
用
整
備

事
業
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
比
較
的
近
く
に
あ
り
、
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
で
き
る
森
林

空
間
総
合
利
用
地
域
や
自
然
休
養
林
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

裏
磐
梯
デ
コ
平

森
林
空
間
総
合
利
用
地
域

（
福
島
県
）

会
津
若
松
市
の
北
東
約
30
㌖
、
通
称

「
裏
磐
梯
」
に
位
置
し
、
山
形
県
境
の
西

大
嶺
（
１
９
８
２
㍍
）
の
南
山
腹
に
広
が

る
高
原
（
デ
コ
平
地
域
）
に
あ
り
、
冬
季

の
豊
富
で
良
質
な
降
雪
を
利
用
し
た
ス
キ
ー

場
や
、
デ
コ
平
湿
原
を
め
ぐ
る
遊
歩
道
、

ホ
テ
ル
等
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
場
は
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

楽
し
め
る
ス
キ
ー
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
ゴ
ン
ド
ラ
や
遊
歩

道
を
利
用
し
て
の
花
畑
の
観
察
や
湿
原
の

散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
に
は
、
磐
梯
山
、
五
色
沼
、

檜
原
湖
等
の
著
名
な
観
光
地
も
あ
り
、
春

季
の
新
緑
、
夏
季
は
冷
涼
の
中
で
森
林
浴
、

秋
季
の
紅
葉
等
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
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安
達
太
良
自
然
休
養
林

(

福
島
県
）

福
島
市
の
南
西
20
㌖
に
位
置
し
、
日

本
百
名
山
の
ひ
と
つ
、
高
村
光
太
郎
の
詩

集
「
智
恵
子
抄
」
で
広
く
知
ら
れ
る
安
達

太
良
山
。
そ
の
周
辺
の
国
有
林
約
１
５
０

０
㌶
を
自
然
休
養
林
に
指
定
し
、
ス
キ
ー

場
の
設
置
や
遊
歩
道
等
が
整
備
さ
れ
、
岳

地
区
に
は
、
東
北
地
方
で
も
歴
史
の
古
い

ス
キ
ー
場
が
あ
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
は
、
安
達
太
良
ス
キ
ー
場
の
ゴ

ン
ド
ラ
を
利
用
す
れ
ば
初
心
者
で
も
比
較

的
登
り
や
す
い
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
な
ど
の
林
か

ら
上
部
の
高
山
帯
ま
で
変
化
に
富
ん
だ
植

生
で
、
遠
藤
ケ
滝
な
ど
景
勝
地
に
も
恵
ま

れ
、
近
隣
の
県
民
の
森
に
は
森
林
館
・
森

林
学
習
館
・
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
宿
泊
施
設

の
揃
う
「
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
」

な
ど
が
あ
り
、
人
と
自
然
の
共
生
を
テ
ー

マ
に
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
体
験
で
き
ま

す
。

玉
原
森
林
空
間総

合
利
用
地
域

（
群
馬
県
）

沼
田
市
の
北
方
約
22
㌖
に
位
置
し
武
尊

山
の
西
方
向
に
張
り
出
し
た
稜
線
上
、
鹿

俣
山
、
尼
禿
山
等
に
囲
ま
れ
た
１
３
０
０

㍍
の
高
原
に
あ
り
、
ス
キ
ー
場
、
緑
地
公

園
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
ペ
ン
シ
ョ
ン

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
は
11
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま

で
の
ロ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
の
利
用
可
能
で
あ

り
、
雪
質
も
良
く
初
中
級
向
け
の
コ
ー
ス

が
８
割
を
占
め
て
い
る
の
で
、
初
心
者
、

ち
び
っ
子
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
挑
戦
の
方

で
も
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
季
は
高
原
の
気
候
を
生
か
し
ス
キ
ー

場
の
ゲ
レ
ン
デ
コ
ー
ス
を
利
用
し
た
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
パ
ー
ク
と
し
て
活
用
さ
れ
、
涼

し
い
風
が
訪
れ
る
人
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
付
近
に
は
玉
原
湿
原
が
あ
り
、

植
生
の
珍
し
さ
か
ら
尾
瀬
に
た
と
え
ら
れ

「
小
尾
瀬
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
設
置
さ

れ
て
い
る
木
道
か
ら
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
を
始

め
、
四
季
を
彩
る
草
花
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
森
林
は
主
に
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ

が
生
育
す
る
天
然
広
葉
樹
林
で
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
は
い
て
の
春
先
の
ブ

ナ
の
芽
吹
き
、
秋
の
紅
葉
は
訪
れ
る
観
光

客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

皆
様
も
自
然
豊
か
な
森
林
空
間
総
合
利

用
地
域
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

狩
猟
者
の
皆
様
へ

国
有
林
内
に
は
、
可
猟
期
間
内
で
あ
っ

て
も
、
立
木
の
伐
採
や
造
林
作
業
、
林
道

や
治
山
工
事
な
ど
多
く
の
方
々
が
入
林
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
々
の
安
全
を
確
保
し
、

狩
猟
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
狩
猟
を
禁
止
し
て
い
る
区
域
や
期
間

が
あ
り
ま
す
。

狩
猟
に
当
た
っ
て
は
、
森
林
管
理
署
等

に
規
制
の
内
容
を
確
認
し
遵
守
を
お
願
い

し
ま
す
。

狩
猟
の
目
的
で
、
国
有
林
や
官
行
造
林

地
内
へ
入
林
さ
れ
る
場
合
は
、
「
入
林
届
」

を
管
轄
す
る
森
林
管
理
署
等
へ
提
出
し
、

注
意
事
項
の
厳
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
国
有
林
内
に
「
わ
な
」
を
設
置
す

る
場
合
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
事
項
を

遵
守
し
、
事
故
防
止
に
努
め
ら
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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国
有
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管
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安達太良スキー場

玉原スキー場


